
情報モラル教育実践授業報告書

	対象学年
	中学生

	領　　域
	道徳

	指導項目
	４－（１）規則尊重・公徳心


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	公共的なネットワーク社会の構築

	コード
	ｉ４－１
	指導事項
	ネットワークの公共性を意識して行動する。


	授業前の児童生徒の状況
	　短文投稿サイトや無料通話アプリを利用してトラブルになってしまった生徒がいる。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	　ネット上に投稿したものは，多くの人に閲覧される可能性があり，個人情報をむやみに流したり，いけないことをネット上に掲載したりすることを考える。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	・　掲示板のよい活用の仕方と間違った活用の仕方の二つを見せることにより，使い方次第で相手の反応が大きく変わることを考えさせる。また，実際に起きた事件を紹介することにより，身近なこととして考えさせる。

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）

または資料等
	○情報モラル教材　ネット社会の歩き方

（http://www.cec.or.jp/net-walk/）
　 5　ブログの有効活用
　 7　ネットで悪口が罪になる


児童生徒の感想

・　ブログは，使い方によってはいいことになったり，悪いことになったりするということが分かったので，私はブログを使いたくないです。
・　ブログは，便利なところもあるけど，悪いことを書くとすぐ世界に発信されるので怖いと思った。
・　これからブログを使ったり，作るときは，相手にとっても自分にとっても有効活用できるようにしたい。
・　世界の人が見ているので，悪ふざけがとてもおそろしいことになるので，少しブログの怖さを知ることができました。

・　ブログを使うときは，他の人が見て，気分がよくなるようなことを書いていこうと思った。

・　ちょっとしたことが大きなことにつながることが分かりました。

・　ブログで悪口や大きなトラブルになりそうな言葉は書き込まないようにしようと思った。
評価
	児童生徒について
	児童生徒の
興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　実際に起こったものを取り上げたことで関心が高かった。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　ブログの仕組みを理解して，全世界に配信されてしまうことを知った。

	
	児童生徒の
変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　これから気をつけていきたいなどの感想があった。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　動画とプレゼンテーション資料を利用したので，少し準備が必要であった。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　作成したワークシートに沿って授業を行えばよい。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　ネットの利用について考える必要性を十分に感じることができた。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　機器の準備の負担以上に生徒の反応がよかった。

	＜実践の感想及び反省点等＞

・　実際に起きたトラブルの事例を取り上げたことはよかった。また，本人が記事を削除しても，誰かがどこかで引用してしまうと収拾がつかなくなることも理解できたようである。ただ，後半の印象が強すぎて，前半の善い利用の仕方が弱くなってしまった。最近では，ブログより短文投稿が主流になりつつあるので，話すときに短文投稿とブログは同じようのものとして扱った。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	８
分
	１　ブログの仕組みを知る。

　(1) ワークシートにブログについて知っていることを書いて，発表する。

　(2) 学校のホームページ，校内掲示板を見てブログについて確認する。
	・　小学校で学習したことや本などで知ったことなどを書かせる。

・　中学校のホームページを映す。

	展　開
	35

分
	２　デジタルコンテンツ「ブログの有効活用」を見て，ブログのよい面を考える。

３　デジタルコンテンツ「ネットで悪口が罪になる」をユニット４まで見て，翌日どうなったかを考えさせる。

４　「ネットで悪口が罪になる」を最後まで見て，自分の視点から意見を書く。
　(1) 怒られた腹いせに悪口を書くことについて

　(2) 悪口や事実でないことをブログに書くことについて

５　実際にあったトラブルの事例を聞き，感想を書く。
	・　資料中でどうやってブログの活用をしていたか確認する。

・　ブログを利用している生徒は操作などを思い出して書くように促す。

・　自分の気持ちを正直に書くよう促す。

・　日常生活の中でついつい悪口を言ってしまうことはないか考えさせる。

・　プロジェクターで写真等を映したり，ニュースの記事を見せたりする。

	ま　と　め
	７

分
	６　本時の授業の感想を書く。

	・　本時の学習を振り返らせ，今後何に気をつけるのか考えさせる。
・　ブログを利用している生徒は，今後どんな書き込みをしていきたいかも書くように促す。


ブログの使い方

　　　組　　氏名      　　　　　　　　　　　　　　

１　ブログについて知っていることを書きましょう。

２　ブログのよいところは何ですか。

３　次の視点から自分の意見を書きましょう。思ったことを正直に書きましょう。

　(1) 怒られたことの腹いせに，サクラがブログに悪口を書いたことについてどう思いますか？

　(2) 悪口や事実ではないことをブログに書くことによって，どのような影響があるでしょうか？

４　実際のニュースを見て，どう思いましたか。

５　今日の授業の感想とこれからの決意を書きましょう。


